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(57)【要約】
【課題】迷光を遮断することが可能な遮光板であって、
より良好な組立精度を実現することができる遮光板を備
えた撮像レンズを提供すること。
【解決手段】本発明の撮像レンズは、光軸を囲む光入射
孔を備える基壁を有するレンズ鏡筒と、このレンズ鏡筒
内に配置された撮像ユニットであって、光軸に沿って配
列された撮像素子を有する撮像ユニットと、を備え、さ
らに、遮光板であって、該遮光板を位置決めするための
環状の固定部と、固定部の内周縁から折れ曲がって光軸
に向けて斜めに張り出した屈曲部と、を有する遮光板を
備える。遮光板は、基壁と、撮像素子のうち基壁に隣接
した撮像素子との間の位置と、撮像素子のうちの隣接す
る２つの間の位置と、のうちいずれかの位置に配置され
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像レンズであって、
　当該撮像レンズの光軸を囲繞する光入射孔が形成されるとともに最も物体側寄りに配置
される基壁と、前記基壁の外周縁から像側に向かって延在するとともに前記基壁と協働し
て収容空間を画成する周壁と、を有するレンズ鏡筒と、
　前記レンズ鏡筒の前記収納空間の内部で、各々が物体側に向いた環状をなす前側接触面
および像側に向いた環状をなす後側接触面を有する複数の撮像素子が前記光軸に沿って順
に配列されてなる撮像ユニットと、
　平面状かつ環状をなす固定部と、前記固定部の内周縁から屈曲して前記光軸に向けて斜
めに延在する屈曲部と、を有するとともに、前記基壁と前記複数の撮像素子のうちの前記
基壁に隣接する１つの撮像素子の前記前側接触面との間であって前記固定部が配置される
第１の位置と、前記複数の撮像素子のうちの隣接する２つ撮像素子における前記固定部の
物体側の一方の撮像素子の前記後側接触面と前記固定部の像側の他方の撮像素子の前記前
側接触面との間であって前記固定部が配置される第２の位置と、のうちのいずれかの位置
に配置される遮光板と、
　を備えたことを特徴とする撮像レンズ。
【請求項２】
　前記複数の撮像素子の各々はレンズであり、前記遮光板は前記第２の位置に配置され、
前記レンズは、当該レンズの前記前側接触面に囲繞された物体側の曲面と、当該レンズの
前記後側接触面に囲繞された像側の曲面と、を有することを特徴とする請求項１に記載の
撮像レンズ。
【請求項３】
　前記複数の撮像素子の各々における物体側の曲面および像側の曲面は、撮像用の光が通
過するための光学有効径領域をそれぞれ有し、
　前記複数の撮像素子のうちの前記遮光板の両側にそれぞれ隣接して配置される２つ撮像
素子の間には、前記遮光板の物体側の一方の撮像素子における前記像側の曲面の前記光学
有効径領域の周縁から、前記遮光板の像側の他方の撮像素子における前記物体側の曲面の
前記光学有効径領域の周縁にかけて延在する撮像光境界面が画成され、
　前記遮光板の前記屈曲部は、前記撮像光境界面から離間している
　ことを特徴とする請求項２に記載の撮像レンズ。
【請求項４】
　前記複数の撮像素子の各々における物体側の曲面の周縁と像側の曲面の周縁とは、光通
過境界周縁をそれぞれ画成し、前記遮光板の前記屈曲部の内周縁は、前記複数の撮像素子
の前記光通過境界周縁のうちの隣接する１つから、０．１ｍｍ～０．４ｍｍの範囲の距離
で離間していることを特徴とする請求項２に記載の撮像レンズ。
【請求項５】
　前記複数の撮像素子のうちの隣接する２つの撮像素子の間に配置されるワッシャをさら
に備え、
　前記遮光板は、前記第２の位置に配置され、
　前記遮光板の前記固定部は、前記ワッシャと、前記２つの撮像素子のうちの前記ワッシ
ャの物体側に配置される一方の撮像素子の前記後側接触面との間の位置と、前記ワッシャ
と、前記２つの撮像素子のうちの前記ワッシャの像側に配置される他方の撮像素子の前記
前側接触面との間の位置と、のうちのいずれかの位置に配置される
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮像レンズ。
【請求項６】
　前記撮像ユニットの前記複数の撮像素子の各々は、該当の前記前側接触面に囲繞されて
光が透過可能な物体側の曲面と、該当の前記後側接触面に囲繞されて光が透過可能な像側
の曲面と、を有し、前記物体側の曲面および前記像側の曲面は、撮像用の光が通過するた
めの光学有効径領域をそれぞれ有し、
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　前記複数の撮像素子のうちの前記ワッシャの両側にそれぞれ隣接して配置される２つの
撮像素子の間には、前記ワッシャの物体側に配置される一方の撮像素子の前記像側の曲面
の前記光学有効径領域の周縁から、前記ワッシャの像側に配置される他方の撮像素子の前
記物体側の曲面の前記光学有効径領域の周縁にかけて延在する撮像光境界面が画成され、
　前記遮光板の前記屈曲部は、前記複数の撮像素子のうちの前記ワッシャの両側にそれぞ
れ隣接して配置される前記２つ撮像素子のうちの１つの撮像素子に向かって延在している
　ことを特徴とする請求項５に記載の撮像レンズ。
【請求項７】
　前記撮像ユニットの前記複数の撮像素子の各々は、該当の前記前側接触面に囲繞された
物体側の曲面と、該当の前記後側接触面に囲繞された像側の曲面と、を有し、前記物体側
の曲面の周縁と前記像側の曲面の周縁とは、光通過境界周縁をそれぞれ画成し、
　前記遮光板の前記屈曲部の内周縁は、前記複数の撮像素子の前記光通過境界周縁のうち
の隣接する１つから、０．１ｍｍ～０．４ｍｍの範囲の距離で離間している
　ことを特徴とする請求項５に記載の撮像レンズ。
【請求項８】
　前記遮光板は、前記第１の位置に配置され、前記遮光板の前記屈曲部は、前記光入射孔
に向かって延在することを特徴とする請求項１に記載の撮像レンズ。
【請求項９】
　前記撮像ユニットの前記複数の撮像素子の各々は、該当の前記前側接触面に囲繞された
物体側の曲面と、該当の前記後側接触面に囲繞された像側の曲面と、を有し、前記複数の
撮像素子のうちの前記レンズ鏡筒の前記基壁に隣接する撮像素子の前記物体側の曲面は、
撮像用の光が通過するための光学有効径領域を有し、
　前記遮光板の前記屈曲部の内周縁と前記光軸との間の距離は、前記光学有効径領域の直
径の半分よりも大きい
　ことを特徴とする請求項８に記載の撮像レンズ。
【請求項１０】
　前記撮像ユニットの前記複数の撮像素子の各々は、該当の前記前側接触面に囲繞されて
光が透過可能な物体側の曲面と、該当の前記後側接触面に囲繞されて光が透過可能な像側
の曲面と、を有し、前記物体側の曲面の周縁と前記像側の曲面の周縁とは、光通過境界周
縁をそれぞれ画成し、
　前記遮光板の前記屈曲部の内周縁は、前記複数の撮像素子の前記光通過境界周縁のうち
の隣接する１つから、０．１ｍｍ～０．４ｍｍの範囲の距離で離間している
　ことを特徴とする請求項８に記載の撮像レンズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像を取り込んで記録するための光学レンズに関し、より具体的には、迷光
の影響を軽減することができる撮像レンズに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図１を参照する。
　従来の撮像レンズは、レンズ鏡筒１１と、光軸（Ｉ）に沿ってレンズ鏡筒１１内に配置
されるレンズ素子１２１～１２４と、レンズ素子１２１と１２２の間と、レンズ素子１２
３と１２４の間とにそれぞれ配置される２つの遮光素子１２５、１２６と、を備える。遮
光素子１２５、１２６は、迷光を遮断することで、画像品質の低下を防ぐために配置され
る。
　しかしながら、従来の遮光素子１２５、１２６は、入射角が大きい迷光を効果的に遮断
しない。図１において、迷光１１０は、レンズ鏡筒１１内のレンズ素子１２１～１２４の
間で反射および屈折した後に、撮像レンズの像面１２７にまで達することがあり、その結
果、画像品質に悪影響を及ぼす。
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　従って、画像品質を向上させるため、迷光の大部分を効果的に遮断することができる撮
像レンズを提供することが必要である。
【０００３】
　図２を参照する。特許文献１に開示された撮像レンズは、遮光素子１３１、１３２を含
むことを示している。遮光素子１３１は、第１のレンズ素子１４１と第２のレンズ素子１
４４との間に配置されている。第１の非光学面１４３が、第１のレンズ素子１４１の像側
の曲面１４２の周縁から外側に斜めに広がっている。第２の非光学面１４６が、第２のレ
ンズ素子１４４の物体側の曲面１４５の周縁から外側に広がって、遮光素子１３１を位置
決めするための２つの支持部１４７、１４８を形成しており、これによって、遮光素子１
３１は、第１のレンズ素子１４１の第１の非光学面１４３に沿って斜めに配置されて、第
１と第２のレンズ素子１４１、１４４の非光学面における迷光を遮断することで画像品質
を向上させる。
　しかしながら、この文献では、反対側の非光学面を構成する隣接するレンズ素子が互い
に協働するように形成される場合にのみ、遮光素子１３１は堅固に位置決めされる。
　例えば、図２において、第１のレンズ素子１４１の像側の傾斜した非光学面１４３が狭
すぎると、支持部設計のための第２のレンズ素子１４４の物体側の非光学面１４６の表面
積は、そこに２つまたはそれ以上の支持部を構成するには難しいことがある。この場合、
斜めに配置される遮光素子１３１を支持するのに１つのみの支持部を用いると不十分であ
るため、遮光素子１３１は、第１と第２のレンズ素子１４１、１４４の間で堅固に位置決
めされない。
　また、遮光素子１３１が、非平面（例えば、図２に示すような非光学面１４６）と平面
（例えば、図２に示すような非光学面１４３）との間に配置されると、遮光素子１３１の
厚さが小さいことから、遮光素子１３１は容易に変形することがあり、その結果、組立精
度、遮光、および画像品質に悪影響を及ぼす。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】台湾特許出願公開第２０１１１６８７６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、本発明の目的は、迷光を遮断することが可能な遮光板であって、より良好な組
立精度を実現することができる遮光板を備えた、撮像レンズを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によれば、撮像レンズは、
　撮像レンズの光軸を囲む光入射孔を備えて形成されるとともに物体側の最も近くに配置
される基壁と、この基壁の外周縁から像側に向かって延出するとともに基壁と協働して収
容空間を画成する周壁と、を有するレンズ鏡筒と、
　レンズ鏡筒の収納空間内に配置された撮像ユニットであって、光軸に沿って順に配列さ
れる複数の撮像素子を含み、それらの撮像素子の各々は、物体側に向いた環状の前側接触
面と、像側に向いた環状の後側接触面と、を有する、撮像ユニットと、
　平面状かつ環状の固定部と、この固定部の内周縁から折れ曲がって光軸に向けて斜めに
張り出した屈曲部と、を有する遮光板と、を備え、該遮光板は、
　　　基壁と、撮像素子のうちのレンズ鏡筒の基壁に隣接した１つとの間の第１の位置で
あって、固定部は、基壁と、撮像素子のうちのレンズ鏡筒の基壁に隣接する上記１つの撮
像素子の前側接触面との間に配置される、第１の位置と、
　　　撮像素子のうちの隣接する２つの間の第２の位置であって、固定部は、撮像素子の
うち隣接する上記２つのうちの遮光板の物体側に配置されるほうの撮像素子の後側接触面
と、撮像素子のうち隣接する上記２つのうちの他方の撮像素子の前側接触面との間に配置
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される、第２の位置と、のうちいずれかの位置に配置される。
【０００７】
　本発明の他の特徴ならびに効果は、添付の図面に関する以下の好ましい実施形態の詳細
な説明において明らかになる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】従来の撮像レンズを示す模式図である。
【図２】従来の別の撮像レンズを示す模式図である。
【図３】本発明に係る撮像レンズの第１の好ましい実施形態を示す模式図である。
【図４】第１の好ましい実施形態の遮光板の構成を示す斜視図である。
【図５】図３における上部の部分図であり、第１の好ましい実施形態の遮光板と第３のレ
ンズ素子との関係を示している。
【図６】第１の好ましい実施形態の変化例を示す模式図である。
【図７】本発明に係る撮像レンズの第２の好ましい実施形態を示す模式図である。
【図８】本発明に係る撮像レンズの第３の好ましい実施形態を示す模式図である。
【図９】本発明に係る撮像レンズの第４の好ましい実施形態を示す模式図である。
【図１０】本発明に係る撮像レンズの第５の好ましい実施形態を示す模式図である。
【図１１】本発明に係る撮像レンズの第６の好ましい実施形態を示す模式図である。
【図１２】本発明に係る撮像レンズの第７の好ましい実施形態を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明についてより詳細に説明するに当たり、類似の要素は、本開示全体を通して同一
の参照符号で示していることに留意されたい。
【００１０】
　図３および図４を参照する。本発明に係る撮像レンズ２ａの第１の好ましい実施形態は
、レンズ鏡筒３と、このレンズ鏡筒３内に配置される撮像ユニット４ａと、撮像ユニット
４ａにおいて互いに離間して配置される３つの遮光板５０１、５０２、５と、を備えるこ
とを示している。
【００１１】
　レンズ鏡筒３は、撮像レンズ２ａの光軸（ＩＩ）を囲む光入射孔３１０を備えて形成さ
れるとともに物体側の最も近くに配置される基壁３１と、基壁３１の外周縁から像側に向
かって延出するとともに基壁３１と協働して収容空間３０を画成する周壁３２と、を有す
る。
【００１２】
　撮像ユニット４ａは、レンズ鏡筒３の収納空間３０内に配置されており、また、光軸（
ＩＩ）に沿って物体側から像側へ順に配列される第１、第２、第３、第４の撮像素子４１
～４４を有している。
　第１、第２、第３、第４の撮像素子４１～４４の各々は、光学レンズであって、物体側
に向いた環状の前側接触面４１１、４２１、４３１、４４１と、像側に向いた環状の後側
接触面４１２、４２２、４３２、４４２と、前側接触面４１１、４２１、４３１、４４１
によって取り囲まれた物体側の曲面４１３、４２３、４３３、４４３と、後側接触面４１
２、４２２、４３２、４４２によって取り囲まれた像側の曲面４１４、４２４、４３４、
４４４と、を有している。なお、撮像ユニット４ａの撮像素子の数は、これに限定されな
いことに留意されたい。
【００１３】
　遮光板５０１は、第１の撮像素子４１の後側接触面４１２と第２の撮像素子４２の前側
接触面４２１との間に配置される。遮光板５０２は、第２の撮像素子４２の後側接触面４
２２と第３の撮像素子４３の前側接触面４３１との間に配置される。
【００１４】
　遮光板５は、屈曲構造を有し、第３の撮像素子４３と第４の撮像素子４４との間に配置
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される。ただし、他の実施形態では、遮光板５は、基壁３１と、レンズ鏡筒３の基壁３１
に隣接した第１の撮像素子４１との間の第１の位置と、撮像素子４１～４４のうちの隣接
する２つの間の第２の位置と、のうちいずれかの位置に配置することができる。
【００１５】
　遮光板５は、平面状かつ環状の固定部５１と、固定部５１の内周縁５１１から折れ曲が
って光軸（ＩＩ）に向けて斜めに張り出した屈曲部５２と、を有する。
固定部５１は、遮光板５が第１の位置に配置される場合の、基壁３１と、レンズ鏡筒３の
基壁３１に隣接する撮像素子４１の前側接触面４１１との間の位置と、遮光板５が第２の
位置に配置される場合の、撮像素子４１～４３のうち隣接する上記２つのうちの遮光板５
の物体側に配置されるほうの撮像素子の後側接触面４１２～４３２と、撮像素子４２～４
４のうち隣接する上記２つのうちの他方の撮像素子の前側接触面４２１～４４１との間の
位置と、のうちいずれかの位置に配置される。
【００１６】
　さらに図５を参照する。第４の撮像素子４４の物体側の面４４３は、撮像用の光が通過
するための光学有効径領域４４５を有し、第３の撮像素子４３の像側の面４３４は、撮像
用の光が通過するための光学有効径領域４３５を有する。
　撮像光境界面４００（図６を参照）が、光学有効径領域４４５と４３５の間に画成され
る。撮像光境界面４００は、第３の撮像素子４３の像側の面４３４の光学有効径領域４３
５の周縁から、第４の撮像素子４４の物体側の面４４３の光学有効径領域４４５の周縁ま
で広がっている。遮光板５の屈曲部５２は、撮像光境界面４００から離間しており、これ
によって、撮像用の光が遮光板５で遮断されることを防いでいる。
　また、第４の撮像素子４４の物体側の面４４３と、第３の撮像素子４３の像側の面４３
４のそれぞれの周縁によって、光通過境界周縁４４６、４３６を画成している。
【００１７】
　光学有効径とは、レンズの物体側の面または像側の面の、有効な撮像光が通過する領域
の直径を指している。注目すべきことは、通常のレンズ設計の撮像レンズでは、レンズの
物体側の面または像側の面において、光学有効径領域の周縁は、典型的には、光通過境界
周縁から０．１ｍｍ～０．２ｍｍの範囲の距離Ｄ１で離間しているということである。図
５は図３の上部の部分図であるため、光学有効径領域４３５、４４５の半分のみを図中に
示している。
　本実施形態では、第１、第２、第３、第４の撮像素子４１～４４の物体側の面４１３～
４４３と像側の面４１４～４４４のそれぞれは、独自に、第３の撮像素子４３の像側の面
４３４と第４の撮像素子４４の物体側の面４４３について図示したような光学有効径領域
および光通過境界周縁を有する。これらの同様な詳細説明については本明細書では繰り返
さない。
【００１８】
　遮光板５の屈曲部５２は、光軸（ＩＩ）と第３の撮像素子４３に向かって張り出してお
り、屈曲部５２の延長面と光軸（ＩＩ）との挟角θは４１．２°である。迷光の遮断を確
保するとともに、より低い光透過率による影響を軽減するため、遮光板５の屈曲部５２の
内周縁５２１は、隣接する第３の撮像素子４３の光通過境界周縁４３６から、好ましくは
０．１ｍｍ～０．４ｍｍの範囲の距離Ｄ２で離間している。
　実験結果により、屈曲部５２の内周縁５２１と第３の撮像素子４３の光通過境界周縁４
３６との間の距離Ｄ２が０．１ｍｍ未満であると、遮光板５の製作公差に起因して、内周
縁５２１が、第３の撮像素子４３の像側の面４３４に接触し得ることが判明しており、そ
の結果、光透過率および画像輝度に悪影響が及ぼされる。
　一方、屈曲部５２の内周縁５２１と第３の撮像素子４３の光通過境界周縁４３６との間
の距離Ｄ２が０．４ｍｍより大きいと、迷光除去効果が低くなり、これにより画像品質が
影響を受ける。
【００１９】
　遮光板５は、黒色プラスチック材料または黒色薄膜で形成することができる。黒色プラ
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スチック材料を用いて射出成形により形成される遮光板５は、より寸法精度に優れ、製作
誤差に起因する迷光遮断効果の低下を防ぐことができる。
　黒色薄膜を用いたスタンピング工程によると、遮光板５をより薄く、例えば０．０２ｍ
ｍの厚さに形成することができ、このため、隣接するその２つの撮像素子が互いに非常に
近接している場合に採用するのに適している。
　また、製造品質に起因する迷光は、一例として縁部のバリを低減するなど、遮光板５の
縁部の品質を向上させることにより防ぐことができる。上記の工程によると、遮光板５は
、優れた機械的物理的性質、安定した構造強度、および良好な寸法精度を有する。
【００２０】
　注目すべきことは、必要に応じて、遮光板５の屈曲部５２は、図６に示すように光軸（
ＩＩ）と第４の撮像素子４４に向かって張り出すように設計してもよいということである
。
　屈曲部５２の内周縁５２１は、隣接する第４の撮像素子４４の光通過境界周縁４４６か
ら、０．１ｍｍ～０．４ｍｍの範囲の距離で離間している。このような設計によっても、
光透過率を低下させることなく、迷光を遮断することができる。本発明において、屈曲部
５２を有する遮光板５の数は、これに限定されない。
　第１、第２、第３、第４の撮像素子４１～４４のうちの隣接するいずれか２つの間に、
またはレンズ鏡筒３の基壁３１と第１の撮像素子４１との間に、遮光板５を配置すること
ができる。
【００２１】
　図７を参照する。撮像レンズ２ｂの第２の好ましい実施形態は、レンズ鏡筒３と、この
レンズ鏡筒３内に配置される撮像ユニット４ｂと、撮像ユニット４ｂにおいて物体側から
像側へ順に互いに離間して配置される４つの遮光板５、５０１、５０２、５０３と、を備
えることを示している。
【００２２】
　本発明の撮像レンズ２ｂの第１と第２の好ましい実施形態の違いは、撮像ユニット４ｂ
が、光軸（ＩＩ）に沿って物体側から像側へ順に配置される第１、第２、第３、第４、第
５の撮像素子４１～４５を有することと、撮像レンズ２ｂが、さらに、第４と第５の撮像
素子４４、４５の間の距離を調整するために第４と第５の撮像素子４４、４５の間に配置
されたワッシャ６を備えることにある。
　遮光板５は、第１の好ましい実施形態とは異なる形態で、第１の撮像素子４１と第２の
撮像素子４２との間に配置される。
【００２３】
　遮光板５は、第１の撮像素子４１の後側接触面４１２と第２の撮像素子４２の前側接触
面４２１との間に配置される平面状かつ環状の固定部５１と、固定部５１の内周縁５１１
から折れ曲がった屈曲部５２と、を有する。
　屈曲部５２は、光軸（ＩＩ）と第１の撮像素子４１に向かって斜めに張り出しており、
屈曲部５２の延長面と光軸（ＩＩ）との挟角は６３．３°である。
　遮光板５の屈曲部５２は、第１の撮像素子４１の像側の面４１４の光学有効径領域と第
２の撮像素子４２の物体側の面４２３の光学有効径領域とを用いて第１の好ましい実施形
態に示すように画成される撮像光境界面から、離間している。
　また、第１の撮像素子４１の像側の面４１４の周縁は、光通過境界周縁４１６を画成し
ている。遮光板５の屈曲部５２の内周縁５２１は、隣接する第１の撮像素子４１の光通過
境界周縁４１６から、好ましくは０．１ｍｍ～０．４ｍｍの範囲の距離で離間している。
【００２４】
　第１の撮像素子４１は、さらに、後側接触面４１２の外周縁から像側に斜めに広がる後
側連結面４１７と、この後側連結面４１７の外周縁から半径方向外向きに広がる後側係合
面４１８と、を有している。
　第２の撮像素子４２は、さらに、前側接触面４２１の外周縁から像側に斜めに広がる前
側連結面４２７と、この前側連結面４２７の外周縁から半径方向外向きに広がる前側係合
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面４２８と、を有している。第２の撮像素子４２の前側連結面４２７および前側係合面４
２８は、第１の撮像素子４１の後側連結面４１７および後側係合面４１８とそれぞれ係合
するのに適した構成になっている。実験において、後側連結面４１７と前側連結面４２７
の傾斜が大きすぎると、遮光板５を第１と第２の撮像素子４１、４２の間で位置決めする
ことが困難となり得ることが判明している。
　本実施形態では、後側連結面４１７の延長面と光軸（ＩＩ）との挟角αは、２０度未満
であることが好ましい。
【００２５】
　他の実施形態では、第１の撮像素子４１の後側連結面４１７は、第１の撮像素子４１の
後側接触面４１２に対して直角となるように設計することができ、これに対応して、第２
の撮像素子４２の前側連結面４２７は、第２の撮像素子４２の前側接触面４２１に対して
直角となるように設計することができる。
【００２６】
　図８を参照する。撮像レンズ２ｃの第３の好ましい実施形態は、レンズ鏡筒３と、この
レンズ鏡筒３内に配置される撮像ユニット４ｃと、撮像ユニット４ｃにおいて物体側から
像側へ順に互いに離間して配置される４つの遮光板５０１、５０２、５０３、５と、ワッ
シャ６と、を備えることを示している。遮光板５は、屈曲構造を有している。
【００２７】
　撮像ユニット４ｃは、光軸（ＩＩ）に沿って物体側から像側へ順に配置される第１、第
２、第３、第４、第５の撮像素子４１～４５を有し、ワッシャ６は、第４と第５の撮像素
子４４、４５の間に配置される。
【００２８】
　本発明の撮像レンズ２ｃの第２と第３の好ましい実施形態の違いは、遮光板５が第４の
撮像素子４４とワッシャ６との間に配置されることにある。
【００２９】
　ワッシャ６は、第４の撮像素子４４の後側接触面４４２と、第５の撮像素子４５の前側
接触面４５１との間に配置される。遮光板５は、第４の撮像素子４４の後側接触面４４２
とワッシャ６との間に配置される平面状かつ環状の固定部５１と、固定部５１の内周縁５
１１から折れ曲がった屈曲部５２と、を有する。屈曲部５２は、光軸（ＩＩ）と第５の撮
像素子４５に向かって斜めに張り出している。
【００３０】
　遮光板５の屈曲部５２は、第４の撮像素子４４の像側の面４４４の光学有効径領域と第
５の撮像素子４５の物体側の面４５３の光学有効径領域とを用いて第１の好ましい実施形
態に示すように画成される撮像光境界面から、離間している。
　また、第５の撮像素子４５の物体側の面４５３の周縁は、光通過境界周縁４５６を画成
している。遮光板５の屈曲部５２の内周縁５２１は、隣接する第５の撮像素子４５の光通
過境界周縁４５６から、好ましくは０．１ｍｍ～０．４ｍｍの範囲の距離で離間している
。
　他の実施形態では、必要に応じて、遮光板５を、ワッシャ６と第５の撮像素子４５との
間に配置することができ、遮光板５の固定部５１は、ワッシャ６と第５の撮像素子４５の
前側接触面４５１との間に配置することができる。
【００３１】
　図９を参照する。撮像レンズ２ｄの第４の好ましい実施形態は、レンズ鏡筒３と、この
レンズ鏡筒３内に配置される撮像ユニット４ｄと、撮像ユニット４ｄにおいて物体側から
像側へ順に互いに離間して配置される３つの遮光板５０１、５０２、５と、を備えること
を示している。遮光板５は、屈曲構造を有している。
【００３２】
　本発明の撮像レンズ２ｄの第１と第４の好ましい実施形態の違いは、撮像ユニット４ｄ
が、光軸（ＩＩ）に沿って物体側から像側へ順に配置される第１、第２、第３のみの撮像
素子４１～４３を有し、遮光板５が第２の撮像素子４２と第３の撮像素子４３との間に配
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置されることにある。第２の撮像素子４２は、レンズ鏡筒３の周壁３２に対して直接当接
していない。
【００３３】
　遮光板５は、第２の撮像素子４２の後側接触面４２２と第３の撮像素子４３の前側接触
面４３１との間に配置される平面状かつ環状の固定部５１と、固定部５１の内周縁５１１
から折れ曲がった屈曲部５２と、を有する。
　屈曲部５２は、光軸（ＩＩ）と第２の撮像素子４２に向かって斜めに張り出しており、
屈曲部５２の延長面と光軸（ＩＩ）との挟角は６６．５°である。遮光板５の屈曲部５２
は、第２の撮像素子４２の像側の面４２４の光学有効径領域と第３の撮像素子４３の物体
側の面４３３の光学有効径領域とを用いて第１の好ましい実施形態に示すように画成され
る撮像光境界面から、離間している。
　また、第２の撮像素子４２の像側の面４２４の周縁は、光通過境界周縁４２６を画成し
ている。遮光板５の屈曲部５２の内周縁５２１は、隣接する第２の撮像素子４２の光通過
境界周縁４２６から、好ましくは０．１ｍｍ～０．４ｍｍの範囲の距離で離間している。
【００３４】
　本実施形態では、第２の撮像素子４２は、さらに、後側接触面４２２の外周縁から物体
側に直角に広がる後側連結面４２９を有している。第３の撮像素子４３は、さらに、前側
接触面４３１の外周縁から物体側に直角に広がる前側連結面４３７と、この前側連結面４
３７の末端周縁から半径方向外向きに広がる前側係合面４３８と、を有している。
　本実施形態では、第２の撮像素子４２は、レンズ鏡筒３の周壁３２に対して直接当接す
ることなく、その後側連結面４２９を第３の撮像素子４３の前側連結面４３７と係合させ
ることにより位置決めされる。
【００３５】
　図１０を参照する。撮像レンズ２ｅの第５の好ましい実施形態は、レンズ鏡筒３と、こ
のレンズ鏡筒３内に配置される撮像ユニット４ｅと、撮像ユニット４ｅにおいて物体側か
ら像側へ順に互いに離間して配置される３つの遮光板５、５０１、５０２と、を備えるこ
とを示している。遮光板５は、屈曲構造を有している。
【００３６】
　第５と第４の好ましい実施形態のレンズ鏡筒３は、第１の好ましい実施形態と同様の構
成を有しており、第５の好ましい実施形態の撮像ユニット４ｅは、第４の好ましい実施形
態のものと同様の構成を有している。
【００３７】
　本発明の撮像レンズ２ｅの第５と第４の好ましい実施形態の違いは、屈曲構造を有する
遮光板５が、レンズ鏡筒３の基壁３１と第１の撮像素子４１との間に配置されることにあ
る。
【００３８】
　遮光板５は、鏡筒３の基壁３１と第１の撮像素子４１の前側接触面４１１との間に配置
される平面状かつ環状の固定部５１と、固定部５１の内周縁５１１から折れ曲がった屈曲
部５２と、を有する。屈曲部５２は、光軸（ＩＩ）と光入射孔３１０に向かって斜めに張
り出しており、屈曲部５２の延長面と光軸（ＩＩ）との挟角は６６．７°である。
　好ましくは、第１の撮像素子４１の物体側の面４１３の周縁は、光通過境界周縁４１６
を画成しており、第１の撮像素子４１は、撮像用の光が通過するための光学有効径領域４
１５を有している。遮光板５の屈曲部５２の内周縁５２１と光軸（ＩＩ）との間の距離（
ｄ１として示す）は、光学有効径領域４１５の直径の半分（ｄ２として示す）よりも大き
い。遮光板５の屈曲部５２の内周縁５２１は、隣接する第１の撮像素子４１の光通過境界
周縁４１６から、好ましくは０．１ｍｍ～０．４ｍｍの範囲の距離で離間している。
【００３９】
　本実施形態では、入射角が大きい迷光を遮断することで画像品質を向上させるため、遮
光板５は、基壁３１と第１の撮像素子４１との間に配置される。
【００４０】
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　図１１を参照する。撮像レンズ２ｆの第６の好ましい実施形態は、レンズ鏡筒３と、こ
のレンズ鏡筒３内に配置される撮像ユニット４ｆと、撮像ユニット４ｆにおいて物体側か
ら像側へ順に互いに離間して配置される３つの遮光板５０１、５、５０２と、を備えるこ
とを示している。
　遮光板５は屈曲構造を有しており、撮像ユニット４ｆは、光軸（ＩＩ）に沿って物体側
から像側へ順に配置される第１、第２、第３、第４の撮像素子４１～４４を有している。
【００４１】
　第６の好ましい実施形態のレンズ鏡筒３は、第１の好ましい実施形態のレンズ鏡筒３と
同様の構成を有しており、本発明の撮像レンズ２ｆの第１と第６の好ましい実施形態の違
いは、遮光板５が配置される位置にある。
【００４２】
　第２の撮像素子４２は、像側に平面４２４’を有する。遮光板５は、第２と第３の撮像
素子４２，４３の間に配置される。遮光板５は、第２の撮像素子４２の後側接触面４２２
と第３の撮像素子４３の前側接触面４３１との間に配置される平面状かつ環状の固定部５
１と、固定部５１の内周縁５１１から折れ曲がった屈曲部５２と、を有する。屈曲部５２
は、光軸（ＩＩ）と第３の撮像素子４３に向かって斜めに張り出している。
　本実施形態では、遮光板５を、やはり固定部５１によって堅固に位置決めして、屈曲部
５２を用いて迷光を除去することができる。
【００４３】
　図１２を参照する。撮像レンズ２ｇの第７の好ましい実施形態は、第１の好ましい実施
形態と類似している。本発明の撮像レンズ２ｇの第１と第７の好ましい実施形態の違いは
、射出成形を用いて撮像ユニット４ｇの遮光板５’が形成されていることにあり、このた
め遮光板５’の固定部５１がより厚く、これによってワッシャのような機能を有する。こ
のような設計によると、遮光板に隣接する各撮像素子の前側と後側の接触面の間の厚さを
削減することができるため、撮像素子の製造にとって好ましい。
　本実施形態では、遮光板５’の固定部５１の厚さは０．２ｍｍであるのに対し、第１の
好ましい実施形態では、遮光板５の固定部５１の厚さは約０．０２ｍｍである。
【００４４】
　なお、撮像レンズ２ｇの遮光板５の数は、これに限定されないことに留意する。上記の
各実施形態において、撮像レンズ２ｇの画像品質を向上させるために、遮光板のそれぞれ
で、屈曲構造を有する遮光板５を採用することができる。
　また、遮光板５の屈曲部５２は、平面状に限定されることなく、撮像素子の様々な表面
形状に適合させて、波形状、階段形状、またはアーチ形状とすることができる。
【００４５】
　要約すると、遮光板５、５’は、様々な撮像ユニット４ａ～４ｇおよびレンズ鏡筒３と
協働して本発明の撮像レンズ２ａ～２ｇを形成するように設計することができ、屈曲部５
２を用いて迷光を効果的に遮断して、より良好な画像品質を得るとともに、固定部５１に
より堅固に位置決めされることで、比較的良好な組立精度を実現し、より組み立てを容易
としている。
【００４６】
　本発明について、最も現実的かつ好ましい実施形態であると考えられるものに関して説
明したが、当然のことながら、本発明は、開示された実施形態に限定されるものではなく
、最も広い解釈の趣旨および範囲に含まれる種々の構成を包含し、そのような変形および
均等な構成のすべてを網羅するものとする。
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